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　平泉文化フォーラムは、平泉文化研究の先端的な調査研究成果を公開する場
として平成 12年度から開催しており、今年度で第 19回を数えます。岩手県
と「世界遺産平泉」保存活用推進実行委員会、そして岩手大学平泉文化研究セ
ンターとの共催で開催いたしております。
　今回は、歴史学や考古学のみでなく多方面から、多角的な研究に取り組んで
いただいている平泉文化共同研究の成果を発表するとともに、長年にわたり平
泉の世界文化遺産登録や平泉遺跡群の調査・整備にご尽力いただいてきた清水
真一先生からご講演をいただきます。また、今年度実施された平泉関連遺跡の
発掘調査成果についても報告を行います。
　柳之御所遺跡を含め、平泉の文化研究はこれまでの多くの蓄積があります
が、今後も多くの視点からの研究の進展や成果の公開が求められています。こ
のフォーラムが平泉文化研究を進めていくうえで今後の活動の一助になると
ともに、参加されました皆様の平泉文化へのご理解とご関心を深める機会とな
れば幸いに存じます。
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